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絵 雑 誌 の 研 究 「幼 稚 園 」 （小 学 館 ） の 場 合

戦 前 一戦 中 期 を 中 心 に

　　　　　　　中村脱子

　　　　　 （大妻女子大学）

は じめ に 帽 的及 び 資料）

　今 回 は幼年絵雑誌 の 研究 に あた り、小学館 の 「幼稚

園 1 を対象に す る。児童雑誌が 、幼年向きや 男女別 に

分岐 して い く 中で、本誌が 厂幼稚園 1 の 名を冠 し て 刊

行 した意図 と実現 した もの を明 らか に し、併せ て 戦

前 ・戦申の 社会 ・文化状況 の 変化の 中に 生きた絵雑誌

として の 様相 を、編集姿勢か ら提 え る事も口的とす る。

　今回の 研究対象 の 時期は、「幼稚園 1創刊 の 1932 年

か ら戦時休
．
「1」の 1944年 を申心 にす る が、そ の 前史 と

して 1925 年 の 集英祖創 業以降も含む。資料 と した 雑

詰 は、1幼稚 園 」の 創刊 弓
．
か ら第 12巻第 1 号まで の 58

冊、「ツ ヨ イ コ ヨ イ コ 」 の 第 12 巻第 2 号か ら第 L3 瀞

第 12 号ま で の 23 冊、「幼稚園」 と同 時刊行の 「子 供

園」 と 1幼年知識」 か ら 4 冊、及び 「幼稚園」 創干［」以

前の 集英社 「
：1」の 「子供絵本」 か ら 2 冊、 女子絵本 」

か ら 11「［亅．、 幼 女絵本 」 か ら 2 冊、計 9δ 冊で ある。

】．小 学館 の 創業と学年別雑誌 の 刊行

　小 学館 は、1922 （大正 ll）年 8刀 、相賀武夫 （1931

年に祥宏 と改名）によっ て創業 される、『小学館 五 十年

史搾表」に よ れ ば、彼 は、出版業 の 傍 ら 1920 年頃か

ら学年別学習雑誌膚ll刊 の 構想 を練 り始 め、「日本 文 化

の 基礎 は 小学教育に あ る 。 」との 信念の も と 「教科書学

習か ら趣味娯楽ま で を統合 した全入的学習媒体 と して

『面 白くて 為に な る学習雑誌』」 の編集方針 をたて 、

」．0 月 に は 「小 学 六 年 生」
「
小 学五 年生」 （何れ も菊判、

144 頁、35 銭） を創刊。1924 年 4 月 ま で に は、小 学

校 ［年生 か ら 6年生まで の 学習雑誌が揃 う。

2、集 英社 の 創 設 と雑誌 発 行

　1925 （大正 14）年 7 月 に は、姉妹会社集英社 の 設

立 が進 め られ る。早くも 「類似雑誌 が 続出す る 1 状況

で 、「他 社 の 男女別 学年 雑 誌 の 創刊 に 先手 を打 っ て け

ん 制」 し、「防衛．に e もあ っ た と年史 は 記 して い るが 、

就学前 向 け の 雑誌 「
．
男 子幼稚園 」 「女 子 幼 稚園 」

臼926 ．1） と　
「

男子絵本、「女子絵本 1 （同 7）、「家庭

幼稚園」 〔米見） も創刊された。「幼稚園」 の 名 を付 し

た 幼年雑誌 と して は 早 く、学年 別 雑 誌 に 連なっ て 誌名

に そ の 名 を独 占 した か に 見 え る。折 しも、1926 （大 JE

ユ5）年 4月 に は、幼稚園令 が 制定され、保育項 目の 再

検討な ど内容の 充実 と共 に 「家庭教育ヲ補フ 」 を 国的

とする幼稚園は、数的 に も増力IIの 時代 に 入 っ て い た。

1927 年創刊の フ レ ーベ ル 館 の 「観察絵本 キ ン ダーブ

ッ ク 亅 は、保育項 目 1観察」 を誌名 に 副読本 を N指 し

て 刊行 された こ とは 知 られ て い る。

3．「幼稚園」 の 刊行
一

八 大学習雑誌 の 完成

　 1932 （昭和 7〕年 に、1
．
幼稚園」 1月号 （菊判 50 自、

特価 40 銭）と 「子供園」 1 月 号 （菊判 25 頁、35 銭、

集英社 の 「切 り抜き絵本 ・コ ドモ ブ ッ ク 1 改題 合併）

が創fl」され ろ／t こ の 2誌の 創刊 に よ り、読者層 は就学

前の 幼児 か ら小学校 6 年 生 まで に な り、八大学習雑誌

と呼ばれ る ように な る。また こ の 年 は 小 学館鯏業 10

周年 に あ た り、新年号全 誌 に 創業 10 周年人 大記念事

業が発 表 され 、以 後の 読者サービ ス の 基 盤 を つ くっ た。

　創刊号 1幼稚園一の 形態 は 小学校 の 学年別 雑誌 の 体

裁 に似 る。表紙 に は、男女児 の 笑顔 に 勉強マ
ー

ク、モ

ッ トー一や付 録 が 記 され る。

　オ 正 月 タ ノ シ ミ号 、学習指導研 究会編輯、タ ノ シイ

家羅 ノ 幼稚 園　幼稚園児 モ ハ ン 副読本　学校 二 ．1，ル マ

デ ノ指導雑誌、一
万 人 当選 大懸賞募集 、十周年記念大

計画発表、十大付録　　（1）両陛下御尊影 （2）　
．
寸 法

師双六 （3）幼稚園帽 （4）姫様帽 子 （5） ハ イカ ラ眼

鏡 （6）着セ カ へ 人形 〔7）凧 ノ絵 （8）羽 子板絵 （9）

影絵 ブ ッ ク （10）童謡楽譜。

　学習指導研 究会の 創 1二llの 辞は 「（略）本誌の 内容はあ

くま で も児童 の 生活 を 基礎と し、各月 多様の季飾的材

料 を 集 め、事物 百般 の 鑑賞、観察 の 仕方を教 へ 、教 訓、

修身な どの 徳 育的絵物語 を載 せ る
．
方 、幼児 の 興 1床 と

喜びを呼ぶ長編童話、章謡、漫画等 を掲げ、為にな っ

て 面白い 幼児雑誌 と して、小 学校へ 上が る迄 の 幼児 の

1隹
・
の 友た らんとする理想 の 下 に編輯 しま した。一と し、

内 容 に 「科 学 ・数 の 練 習 ・文 字の 練習 ・図 画 ・智恵 の

芽 ・創造 と技能 ・子供 に 聞 かせ る話
・
対話の 稽 占

』・
偉

人伝や歴史物語
・常識 の 養成 ・社会知識 ・漫画 とユ ウ

モ ア 」 をあげる，編集陣 に 「学習指導研究会　賛助員

及執筆諸先生並編輯 同 人」 41名 の 記載がある。

　
一

方 「子 供園」 は 、2 年後 に 1問答式鑑賞観察幼年

絵雑 誌 t を掲げて名 も 「幼年知識．1と改め る よ うに 『問

答 式 指導瀾』を 特色 とする雑誌 と して ［幼稚園 」 と の

違 い を見 せ て い る。

懸賞 と付録 （オマ ケ）； 1920 か ら 30 年 に か けて少 年

少女誌 、婦 人 雑誌 の 付録就争 が 激 化 し、小学館 で は

一384一
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1934t に なる と「類似雑 1志との 競ぞ向孜化 に伴 い 宣仏括

∫丿1を 強 化す る 為 1工伝班 を 新 執 亅と t、Llされ る よ うに、「r・

衡 llと「幼稚園」の 懸賞や付金、κ （「オ マ ケ 」の 用畜 を使

用） も、組 立 などr，：L．も入れ た遊 び 1旦 具 に染 1，、力冖

ド、メ ン タル テ ス ト等の 学冒物 y 　I｝富で ある、t それが

1938110 月 に 内務省警保局国
1 艮か ら出 され る 「児

1 ）

il

物 改 酵二 田 ス ル 指冫箕ヲ
．
細 」 の 「禁 止 ス ベ キ ーll・項 」

にふ れ て、付缶 は 1・一．図正月万 の み で 姿を消 して行 き、

以 レ ヴ痢 lI の ヵ 山丸 は 大 さ く麦 わ る こ と に な る 。

4．　 1却 1陶 の II賭 1

　 「yTLL’物岐 嵩二 関ス ル 1，F斥女 綱 」 の 遥ノ
究

は、樹 坂

界 に 大 之な影 」を与え る。内外 栴戊で は、「付 の 頁」の

強化 に 呪れ る。そ の 「1嗣 月上 ノ？｝忌抑 内 に f幼 「雑

誌及 ビ絵本二 『1こJ；ノ 頁』ヲ 設ケ 『芦 マ セ 方』1記ン ダ後

ノ指導法』笠 ヲ角1説ス ル 亅こ
」 の 1旨示の k 法で あろ うe

1939　
／
iF　 4 刀号 （第 9巻第 1・場・）を 例に 取れば、「牡集

才 母柢 の ペ ージ」 は、メ ン タル テ ス ト、封＿。；i｝染 1阜、お

母様方への 内容幽説、母 の 諺且 r供の 質問 と 10 頁 に

わ た る編輯で あ る th

　 1939年 8 月 号 （第 9 巻 鍋 5 号）か ら 「幼稚園」 は

そ の版型を従来 の 菊判か ら四六 倍判 の 大型に改め る 。

児亟雑誌は菊判 が多い が 、当時の絵雑誌 は 「コ ドモ ノ

ク ニ 」 や 「観察絵本キ ン ダ
ー

ブ ッ ク 」 も大判 で 絵 の 質

を X」Lっ て い た こ とを考 え る と、遅 い 転 換 で あ る。 そ の

点で 次ぎに述 べ る単行絵本 の 刊行 は 注 目 され る。

　 版型 の 変化 に併せ て 「幼稚園」 編輯局は、1：一「5神的材

料、科学的材料、 文化的材料 と瓢 しい 内容区 分 を示 し、

幅広 い 分野を絵画 と漫画 で 表現、加えて雑誌齢 亅入 し

子 ど も へ 手 渡す 母親 （保 育者） を
一
諸 対象 に 幼児向き

の 雑誌 と して
一

つ の 典型 を作 っ た と考え る。続 き物や

長編 を用意 し、特 に 「絵巻物語」欄は 見開き絵が 8 枚

あ る 】．7頁仕 立 の 絵物語 で ある。

　 1940 年末頃 か らは、「生 匡 う＿画 」 「猛活壁 画 」 「生活

練成動呵」、 42 年度に は 「科学時局童画」 と、時局 を

，巳識 した 区分け が 付 け 加え られ る よ うに な る。

5．小 学館 の 単行絵本 の 出版 にっ い て

　 雑誌を中心 に展 詞 して き た 小 学館 で あ っ たが、1941．

　（昭 和 16）年 7 月 より本格絵本 「幼児絵本」 と して、

　「オ ダウグ」 「オ モ チ ャ 」 「ワタ ク シ．1 （何れ もB5 ，18

頁、35 銭）の 3 点を刊行 し、以後絵本出版に 参入 す る a

’ 1時 「要綱」 を受 けた児童出版界、 特 に絵本 」昌版 の 関

係者は、日本児血絵本出版 協会を創設 （1941 年 1ヨ本診

本研 ．巳会 に 改組、）して 絵本の 質的向上 に努 め、武井武

雄 を 中心 に 折 え た鈴木仁成堂 の 「幼児標準絵本 」、金井

信生 堂 の 「幼児国 民 絵本 」 など好評 を得 て、ま た 文部

省の 児 lIA 　
i 推伽制度も始ま り、単行絵本出版lLl，CAU

つ い て い た。月 le絵雑誌と1 碑 会本 と両 瞼とな っ た，，

6、統合 の 動き
・「ツ ヨ イ コ ヨイ コ 」

へ

　IJ41 イト ］0 丿Ja）’E’1」r艮丿勧通 達 　@
「ttt

イ」三5jij、　 生，f，Lイffi．1，，L・：　cr）
b
’

止とそ れ に 伴う 処1『 」は、小学 館 の誇る 八大 学
1
． 卯」｝

租 雑 誌を iu 准 す る。1942 年1 月 号
で、 「 コ ク

ミン
ー

年 ノdl ． 1からll 瑳民六 年 生 」の6 誌は体干li 、2月一Yv ’か

「小 t ’ t 蛤ノ
少

囚氏 挿 ll のもと に 、 「 艮 い子 の 友」

は じ め に 4誌 に 整 理 さ れる。残る 「功 租 困」も同
年5

1 ち・ か ら 「 ツ ヨイコ ヨイ コ．1 に 改麺 され

行 された
。

　 5 月 号 ・ 「 ツ ヨイ コヨ イコ 」
（
第12巻第 2

．｝

・） は、 「 六 才から八才（？usi 　Y 己 ）彪の 御子 様方 の

誌 」 と 記さ れ、 海ノ コドモ （松旧 1 、喬 ・画） を表

に 、山 F 俊 郎 が 解 説「ツ ヨイ コ ヨ イ コのN・1を書
い
て い る

， ， L 　 V’ 前の子 どもに 殀 さ れ た数 少 ない絵

誌 と し て 「 お 子 橡方 へ 尸 蜘介 」の 欄 力
殳

け
られ（ 第1

ｪ 第5i 」．、 1例2 ） 推薦図

^を広く紹介 している ， ， 　「 幼稚園」は、 「 母の頁

の 強 化 を 含 み、 読者へ 向 けて の 発 信 は あ るが、 読

から の通信は か っ ての懸賞以外 は 極 めて少ないのが 生

敏 で あ る。そ の点 、 板倉 賛 7 凵 選 の絵の 募集欄「

ンラ ン クワイ
」は時代と 子 ども巾循 を知る・ ・1 　ts な

で あ る 。例えば 、優秀賞 「ク ウチ ュウ セン 」東 京都 井

友司君（8 才）（1944 年 2 月 号）の 　 「苛烈な

戦 闘の 感じ」と、同 じ 号の絵物語「イサマ シイ　ラ

ゲキタイ」（海爭報道班
員東

郷博、 大 本営 海 軍帳道

海 軍少 佐浜 田 昇一一 監 修） の構図の 類 似に 、 子
ども

戦争イメ ー ジの 形成に絵

誌 の 絵の 果 たした一・ 端 を見ること が 出 来
る。 　

う し た 役割 を 荷うものの児童 雑誌 へ の紙の」三1 凹 当 て

厳しく なり、 1943 年2 月号 40 頁 、3 月号 34頁、 5

号 27頁 、1944 年3月号 （第 13 巻第 12 号）｝ま終

14 頁（ 35銭）で最終号とな る。 戦 後 の復

は 、 1949 年1月号 （ B5 、 21 頁 、 6

~ ）であ る 。 おわ り に； 「 幼稚ドξ1 」 の 歩 み が

し たこと 　 小学 館の 「 幼 稚 園」の 歩 み は「雑 誌と

何 か Jの 迫 求 と実現 を口指 し た もの であっ た 。 特

幼 1 雑誌は 、 絵の 多 用を特 色 と しな が ら絵 本 に
はな

、絵本 で は な い 絵 雑 誌とし て、如何に実現するか

課 題とする 。「 幼 稚園 」は様 々 なジ ャンルを 材 料

す る 雑誌形態を追求 した道を示 している。しか し 、

の過程に編集者の 顔 が見え ず、 「学省 指 導研究 会

という 体制が証者 に示さ れ る ． また戦前 期の雑 誌

究 の課題として、戦前から 戦後への移行期の解明が残され

い る 。参考・引 用文 献1 小学 館社史調魚委員

『
小学館

五十年

年表』
1975

、 及 び 社史 編纂室『 集 英 社 70 年の 歴 史 』


